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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　第１及び第２の受信装置を含む受信システムであって、
　前記第１及び第２の受信装置のそれぞれは、第１の送信データを含み、第１のチャネル
に対応する搬送周波数をもつ第１の周波数信号と、第２の送信データを含み、第２のチャ
ネルに対応する搬送周波数をもつ第２の周波数信号とを受信する受信アンテナと、受信高
周波部と、受信制御部とを有し、
　前記第１及び第２の受信装置の前記受信高周波部は、
　前記受信アンテナが受信した前記第１の周波数信号及び前記第２の周波数信号を、前記
第１の送信データを含み、前記第１のチャネルに対応する中心周波数を有する第１の中間
周波数信号、及び前記第２の送信データを含み、前記第２のチャネルに対応する中心周波
数を有する第２の中間周波数信号に変換する中間周波数信号生成部と、
　前記第１の中間周波数信号と前記第２の中間周波数信号とを合成し、合成信号を生成す
る合成部と、を備え、
　前記第１の受信装置の前記受信制御部は、
　前記第１の受信装置の前記合成部が合成した前記合成信号を、前記第１の中間周波数信
号と前記第２の中間周波数信号とに分離する第１分離部と、
　第１ダイバーシティ合成部と、を備え、
　前記第２の受信装置の前記受信制御部は、
　前記第２の受信装置の前記合成部が合成した前記合成信号を、前記第１の中間周波数信



(2) JP 6616890 B2 2019.12.4

10

20

30

40

50

号と前記第２の中間周波数信号とに分離する第２分離部と、
　第２ダイバーシティ合成部と、を備え、
　前記第１ダイバーシティ合成部は、前記第１分離部が分離した前記第１の中間周波数信
号と、前記第２分離部が分離した前記第１の中間周波数信号とが入力されて、前記第１の
送信データを含む第１のダイバーシティ合成信号を生成し、
　前記第２ダイバーシティ合成部は、前記第２分離部が分離した前記第２の中間周波数信
号と、前記第１分離部が分離した前記第２の中間周波数信号とが入力されて、前記第２の
送信データを含む第２のダイバーシティ合成信号を生成し、
　前記第１の送信データは、第１の移動局から前記第１のチャネルで送信される送信デー
タであり、前記第２の送信データは、前記第１の移動局とは異なる第２の移動局から前記
第２のチャネルで送信される送信データであることを特徴とする受信システム。
【請求項２】
　請求項１に記載した受信システムであって、
　前記第１の受信装置の前記合成部から前記合成信号を前記第１分離部へ伝送する第１の
ケーブルと、
　前記第１分離部から前記第１分離部が分離した前記第２の中間周波数信号を前記第２ダ
イバーシティ合成部へ伝送する第２のケーブルと、
　前記第２の受信装置の前記合成部から前記合成信号を前記第２分離部へ伝送する第３の
ケーブルと、
　前記第２分離部から前記第２分離部が分離した前記第１の中間周波数信号を前記第１ダ
イバーシティ合成部へ伝送する第４のケーブルとを有し、
　前記第２のケーブルが前記第１のケーブルよりも短く、前記第４のケーブルが前記第３
のケーブルよりも短いことを特徴とする受信システム。
【請求項３】
　請求項１に記載した受信システムであって、
　前記第１の受信装置の前記受信アンテナが接続される前記受信高周波部の筐体は、前記
第２の受信装置の前記受信アンテナが接続される前記受信高周波部の筐体とは異なること
を特徴とする受信システム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
  本発明は、無線受信装置において、複数チャンネルの信号をダイバーシティ受信する技
術に関するものである。
【背景技術】
【０００２】
  例えば放送システムでは、移動局のカメラやマイクにより撮影された映像情報や収集さ
れた音声情報を基地局装置へ無線送信し、基地局装置がその映像音声情報を放送局へ送信
し、放送局がその映像音声情報を放送信号として一般の家庭などに対して無線送信するこ
とが行われている。映像音声情報を移動局から放送局へ中継する基地局装置を、日本国内
の放送業界では、可搬型映像音声伝送装置（以下、ＦＰＵ：Field Pick-up Unit）と呼ぶ
。
【０００３】
  図５は、背景技術に係る送受信システムの構成図であり、例えば、ダイバーシティ機能
を有するＦＰＵのシステム構成を示している。例えば、マラソン中継等に用いられるＦＰ
Ｕでは、移動局である中継車のカメラで撮影した映像素材を、中継車を移動させながら、
山の上やビルの屋上等の高所に設けられた基地局へ伝送し、基地局から放送局へ伝送する
。中継車は送信側であり、送信制御部１１とＩＦケーブル１２と送信高周波部１３と送信
アンテナ１４とを備える。基地局は、受信側であり、受信アンテナ１６ａ，１６ｂと受信
高周波部１７とＩＦケーブル１８と受信制御部１９とを備える。
【０００４】
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  撮影された映像は、映像エンコーダなどにより圧縮され、送信制御部１１に入力される
。送信制御部１１では、ＯＦＤＭ（Orthogonal Frequency Division Multiplexing）等の
変調処理を行い、ＩＦケーブル１２を経由して、ＩＦ変調信号を送信高周波部１３に入力
する。ＩＦは、Intermediate Frequency（中間周波数）を意味する。送信高周波部１３で
は、ＩＦ周波数からＲＦ（Radio Frequency：高周波）周波数に変換し、送信アンテナ１
４を経由して電波として送出する。送出された電波は、伝搬路１５を介し、受信アンテナ
１６ａ，１６ｂで受信される。
【０００５】
  受信アンテナ１６ａ，１６ｂは、強い指向性を有し、伝送中は常に送信元の送信アンテ
ナ１４に向け続ける必要がある。しかしながら、ＦＰＵのような移動伝送システムでは、
伝搬路１５の特性が時々刻々変動し、受信アンテナ１６ａ，１６ｂに到達する受信信号の
振幅と位相は大きく変動する。その為、高い受信性能を実現する受信ダイバーシティ方式
がよく用いられている。受信ダイバーシティでは、１つの送信信号に対して、空間的に離
れた位置に配置した複数の受信アンテナを設け、各アンテナで受信した信号を合成するこ
とで特性改善を図ることができる。
【０００６】
  図６は、アンテナ相関とダイバーシティ効果の関係を示す図である。上記のような受信
ダイバーシティでは、図６に示すように、アンテナ間の相関性が低い程、ダイバーシティ
による改善が大きく、４～５ｄＢの改善効果が得られる。一方、アンテナ間の特性が完全
に一致すると（アンテナ相関＝1）、熱雑音の無相関性による３ｄＢの改善のみとなり、
その改善度は低い。このアンテナ間相関は、各々の受信アンテナの間の空間的な距離を広
くすることで低くなる。
【０００７】
  図５の構成では、１系統目の受信アンテナ１６ａと２系統目の受信アンテナ１６ｂによ
り受信し、それぞれの受信アンテナで受信した信号は、受信高周波部１７に入力され、そ
れぞれ異なる２つのＩＦ周波数の信号に変換される。ＦＰＵの規格であるARIB STD B-57
では、望ましいＩＦ周波数として１３０ＭＨｚ、１９０ＭＨｚが挙げられている。これら
のＩＦ信号は重畳され、ＩＦケーブル１８を経由して受信制御部１９に入力される。受信
制御部１９では、それぞれのＩＦ信号を最大比合成などのダイバーシティ方式により合成
し、復調する。その後、誤り訂正処理を経て映像デコータに出力することで、映像音声情
報が得られる。
【０００８】
  下記の特許文献１には、ダイバーシティ受信のＯＦＤＭ方式への適用について記載され
ている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００９】
【特許文献１】特開２００８－１１８７１０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１０】
  前述したように、アンテナ間相関を低く抑えるためには、アンテナ間の距離を広くする
ことが重要である。しかし、現実的には１つの受信高周波部１７の筐体に複数のアンテナ
を設ける場合、アンテナ設置範囲が制限されるため、アンテナ間距離が狭くなってしまう
という問題がある。
【００１１】
  筐体とアンテナをケーブルで接続することで、アンテナ間距離を広くすることも考えら
れるが、ＧＨｚオーダーの周波数になるとケーブルでの損失も多く、ケーブルが長くなる
とダイバーシティで得られた改善度をケーブル損失が相殺してしまうこともある。また、
受信アンテナの直後にＬＮＡを設けることでケーブル損失を防ぐことも可能であるが、Ｌ
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ＮＡの設置機構やＬＮＡへの電源供給など、システム規模を増大してしまうという欠点が
ある。ＬＮＡは、本明細書では、Low Noise Amplifierを意味する。
【００１２】
  ところで、マラソン中継などの大きなイベントでは、複数の中継車を用いて伝送を行う
必要があり、複数台のＦＰＵシステムを用いた運用がなされている。図７は、背景技術に
係る２チャンネル使用の送受信システムの構成図であり、２台のＦＰＵシステムを用いた
一例を示している。図７では、２チャンネルの中継を、送信ＦＰＵ１-１、送信アンテナ
１-２、送信ＦＰＵ２-１、送信アンテナ２-２、受信ＦＰＵ２０、３０、及び４本の受信
アンテナ２１ａ、２１ｂ、３１ａ、３１ｂを用いて運用する例を示している。
【００１３】
  このように、ＦＰＵのシステム台数をＮとすると、２つの信号を合成する受信ダイバー
シティ方式では、受信アンテナは２Ｎ本が必要である。ＦＰＵの運用では、安定した受信
を実現するよう、なるべく高い受信高にするため、受信アンテナ２１ａ、２１ｂ、３１ａ
、３１ｂは、山の上やビルの屋上や鉄塔に設置することが多く、受信アンテナが２Ｎ本必
要となるダイバーシティは非常に運用性が悪い。また、機材運搬が困難なところが多く、
機材が増大することによる負担は大きい。そのため、アンテナ相関が高くなることを妥協
して、受信ＦＰＵ２０、３０の筐体に、それぞれの受信アンテナを２本近接させて設置す
ることで、運用性の向上に努めている。
【００１４】
  本発明は、上記の課題を解決するためになされたもので、受信設備の増大を避けつつ、
受信ダイバーシティの特性改善を図ることができる技術を提供することを目的としている
。
【課題を解決するための手段】
【００１５】
　上記課題を解決するための、本願発明の受信システムの代表的な構成は、次のとおりで
ある。すなわち、
　第１及び第２の受信装置を含む受信システムであって、
　前記第１及び第２の受信装置のそれぞれは、第１の送信データを含み、第１のチャネル
に対応する搬送周波数をもつ第１の周波数信号と、第２の送信データを含み、第２のチャ
ネルに対応する搬送周波数をもつ第２の周波数信号とを受信する受信アンテナと、受信高
周波部と、受信制御部とを有し、
　前記第１及び第２の受信装置の前記受信高周波部は、
　前記受信アンテナが受信した前記第１の周波数信号及び前記第２の周波数信号を、前記
第１の送信データを含み、前記第１のチャネルに対応する中心周波数を有する第１の中間
周波数信号、及び前記第２の送信データを含み、前記第２のチャネルに対応する中心周波
数を有する第２の中間周波数信号に変換する中間周波数信号生成部と、
　前記第１の中間周波数信号と前記第２の中間周波数信号とを合成し、合成信号を生成す
る合成部と、を備え、
　前記第１の受信装置の前記受信制御部は、
　前記第１の受信装置の前記合成部が合成した前記合成信号を、前記第１の中間周波数信
号と前記第２の中間周波数信号とに分離する第１分離部と、
　第１ダイバーシティ合成部と、を備え、
　前記第２の受信装置の前記受信制御部は、
　前記第２の受信装置の前記合成部が合成した前記合成信号を、前記第１の中間周波数信
号と前記第２の中間周波数信号とに分離する第２分離部と、
　第２ダイバーシティ合成部と、を備え、
　前記第１ダイバーシティ合成部は、前記第１分離部が分離した前記第１の中間周波数信
号と、前記第２分離部が分離した前記第１の中間周波数信号とが入力されて、前記第１の
送信データを含む第１のダイバーシティ合成信号を生成し、
　前記第２ダイバーシティ合成部は、前記第２分離部が分離した前記第２の中間周波数信
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号と、前記第１分離部が分離した前記第２の中間周波数信号とが入力されて、前記第２の
送信データを含む第２のダイバーシティ合成信号を生成し、
　前記第１の送信データは、第１の移動局から前記第１のチャネルで送信される送信デー
タであり、前記第２の送信データは、前記第１の移動局とは異なる第２の移動局から前記
第２のチャネルで送信される送信データであることを特徴とする受信システム。
【発明の効果】
【００１７】
  上記構成によれば、受信設備の増大を避けつつ、受信ダイバーシティの特性改善を図る
ことができる。
【図面の簡単な説明】
【００１８】
【図１】本発明の第１実施例に係る送受信システムの構成図である。
【図２】本発明の第１実施例に係るミキサとＢＰＦのスペクトルを示す図である。
【図３】本発明の第２実施例に係る送受信システムの構成図である。
【図４】本発明の第３実施例に係る送受信システムの構成図である。
【図５】背景技術に係る送受信システムの構成図である。
【図６】アンテナ相関とダイバーシティ効果の関係を示す図である。
【図７】背景技術に係る２チャンネル使用の送受信システムの構成図である。
【発明を実施するための形態】
【００１９】
  本発明の実施形態について説明する。
  本発明の実施形態においては、複数の周波数チャンネルを用いたダイバーシティ送受信
システムを構築する際に、受信アンテナを複数チャンネルで共用することにより、システ
ム規模を低減させるとともに、アンテナ間隔を拡げる。これにより、アンテナ相関を低減
させ、ダイバーシティ性能を改善させる。
【００２０】
（第１実施例）
  まず、本発明の実施形態における第１実施例について、図１を用いて説明する。図１は
、第１実施例に係る送受信システムの構成図であり、２チャンネルのＦＰＵ伝送を行う例
を示す。前述したように、マラソン中継などでは複数のチャンネルを使用した運用を行う
が、図１では理解を容易にするため２チャンネルの運用について記載している。３チャン
ネル以上の運用例については、他の実施例にて説明する。
【００２１】
  図１に示すように、第１系統の送信ＦＰＵ１-１から送出された信号（ｃｈ１）は、第
１系統の受信アンテナ１０１と、第２系統の受信アンテナ２０１に到達する。また同様に
、第２系統の送信ＦＰＵ２-１から送出された信号（ｃｈ２）も、受信アンテナ１０１と
受信アンテナ２０１に到達する。詳細の構成は後述するが、本実施形態の第一の主眼は、
ｃｈ１とｃｈ２の２チャンネルの信号を、これら受信アンテナ１０１と２０１の２本のア
ンテナを用いてダイバーシティ受信することにより、システム規模を低減させることにあ
る。
【００２２】
  また、受信アンテナ１０１が接続される受信高周波部１００の筐体と、受信アンテナ２
０１が接続される受信高周波部２００の筐体が異なるため、受信アンテナと受信高周波部
の間に長いケーブルを使用することなく、受信アンテナ１０１と２０１の間隔を広く設置
することが可能である。本実施形態の第二の主眼としては、これにより、アンテナ間隔が
広くなり、アンテナ相関を低減させ、受信ダイバーシティを効果的に運用することを可能
とすることである。
【００２３】
  このように、本発明の実施形態では、システム規模の低減とダイバーシティ性能の改善
を両立させることが可能となる。以下に、第１実施例の詳細な構成について説明する。
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【００２４】
  図１に示すように、この送受信システムは、第１系統のＦＰＵ伝送装置と第２系統のＦ
ＰＵ伝送装置を備える。第１系統のＦＰＵ伝送装置は、第１送信ＦＰＵ１‐１と、受信装
置としての第１受信ＦＰＵとを備える。第２系統のＦＰＵ伝送装置は、第２送信ＦＰＵ２
‐１と、受信装置としての第２受信ＦＰＵとを備える。第１送信ＦＰＵ１‐１と第２送信
ＦＰＵ２‐１は、背景技術と同様に、それぞれ、送信制御部１１と送信高周波部１３を備
える。
【００２５】
  第１送信ＦＰＵ１‐１は、チャンネル（以降、ｃｈとも称す）１の送信データを、ｃｈ
１の搬送波を用いて、送信アンテナ１‐２から無線送信する。ｃｈ１の搬送波の中心周波
数をｆ１とする。第２送信ＦＰＵ２‐１は、ｃｈ２の送信データを、ｃｈ２の搬送波を用
いて、送信アンテナ２‐２から無線送信する。ｃｈ２の搬送波の中心周波数をｆ２とする
。ｆ１とｆ２は互いに異なり、また、ｃｈ１の送信データとｃｈ２の送信データは互いに
異なる。
【００２６】
  図１に示すように、ｃｈ１の搬送波とｃｈ２の搬送波は、第１受信ＦＰＵの受信アンテ
ナ１０１と、第２受信ＦＰＵの受信アンテナ２０１において、それぞれ受信される。図１
では、ｃｈ１の搬送波３１ａとｃｈ２の搬送波３２ａが受信アンテナ１０１で受信され、
ｃｈ１の搬送波３１ｂとｃｈ２の搬送波３２ｂが受信アンテナ２０１で受信される様子を
示す。
【００２７】
  このように、受信アンテナ１０１は、当該受信装置（第１受信ＦＰＵ）に対する送信デ
ータ（ｃｈ１）を含む周波数信号と、他の受信装置（第２受信ＦＰＵ）に対する送信デー
タ（ｃｈ２）を含む周波数信号を受信する。受信アンテナ２０１は、当該受信装置（第２
受信ＦＰＵ）に対する送信データ（ｃｈ２）を含む周波数信号と、他の受信装置（第１受
信ＦＰＵ）に対する送信データ（ｃｈ１）を含む周波数信号を受信する。
【００２８】
  第１受信ＦＰＵは、第１受信高周波部１００と第１受信制御部１１０を備える受信装置
である。第１受信高周波部１００は、受信アンテナ１０１と、ＬＮＡ１０２と、中間周波
数信号生成部１０３と、ＩＦ（中間周波数信号）合成部１０５を備える。第１受信制御部
１１０は、ＩＦ（中間周波数信号）分離部１１１と、ダイバーシティ合成部１１２と、誤
り訂正部１１３を備える。ＬＮＡ（Low Noise Amplifier）は、ＮＦ（Noise Figure：雑
音指数）の小さい増幅器であり、設けなくてもよい場合もあるが、なるべく設けることが
望ましい。ＩＦは、前述したように中間周波数、又は中間周波数信号のことである。
【００２９】
  中間周波数信号生成部１０３は、ミキサ１０３ａと、ミキサ１０３ｂと、ＢＰＦ１０４
ａと、ＢＰＦ１０４ｂを備える。ミキサは、入力信号の高周波数をより低い周波数に変換
して出力する周波数変換器である。詳しくは、例えば周波数ｆ１の信号が入力されると、
所定の周波数ｆ０の局部発振器（不図示）からの信号を乗算し、両信号の差の周波数信号
を出力する。
【００３０】
  第１実施例では、受信アンテナ１０１で受信され、ＬＮＡ１０２で増幅された高周波（
例えば１．２ＧＨｚ付近）の搬送波は、ミキサ１０３ａによって中心周波数が略１３０Ｍ
Ｈｚの中間周波数に変換され、ミキサ１０３ｂによって中心周波数が約１９０ＭＨｚの中
間周波数に変換される。この搬送波には、第１送信ＦＰＵ１‐１から送信されたｃｈ１の
搬送波（周波数ｆ１）と、第２送信ＦＰＵ２‐１から送信されたｃｈ２の搬送波（周波数
ｆ２）が含まれる。
【００３１】
  ＢＰＦ１０４ａは、約１３０ＭＨｚを中心に略１チャンネル分の帯域幅に相当する通過
帯域を有するバンドパスフィルタであり、ミキサ１０３ａから出力された１３０ＭＨｚ付
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近の中間周波数信号に対し、ｃｈ１の送信データ以外の周波数信号を抑圧し、ｃｈ１の送
信データ（ｃｈ１‐１）だけを通過させる。ＢＰＦ１０４ｂは、ミキサ１０３ｂから出力
された１９０ＭＨｚ付近の中間周波数信号に対し、ｃｈ２の送信データ以外の周波数信号
を抑圧し、ｃｈ２の送信データ（ｃｈ２‐１）だけを通過させる。
【００３２】
  こうして、中間周波数信号生成部１０３は、受信アンテナ１０１で受信され、ＬＮＡ１
０２で増幅された搬送波信号、つまり、第１受信ＦＰＵに対する送信データ（ｃｈ１）を
含む搬送波信号と、他の受信ＦＰＵに対する送信データ（ｃｈ２）を含む搬送波信号の高
周波数を中間周波数に変換し、第１受信ＦＰＵに対する送信データを含む中間周波数信号
と、他の受信ＦＰＵに対する送信データを含む中間周波数信号とを生成する。図１の例で
は、ｃｈ１‐１を含む中間周波数信号と、ｃｈ２‐１を含む中間周波数信号とを生成する
。
【００３３】
  ＩＦ合成部１０５は、入力された複数（図１の例では２つ）の中間周波数信号を合成、
つまり加算（重畳）して、１つの中間周波数合成信号を生成する合成部である。図１の例
では、ｃｈ１‐１を含む中間周波数信号と、ｃｈ２‐１を含む中間周波数信号とを合成し
、合成信号を生成する。
【００３４】
  ＩＦ分離部１１１は、ＩＦ合成部１０５で生成された中間周波数合成信号を、ＩＦ合成
部１０５で合成される前の複数の中間周波数信号に分離する分離部である。図１の例では
、ＩＦ合成部１０５で生成された中間周波数合成信号を、周波数により弁別し、ｃｈ１‐
１を含む中間周波数信号と、ｃｈ２‐１を含む中間周波数信号とに分離する。上述したよ
うに、ｃｈ１‐１を含む中間周波数信号は約１３０ＭＨｚ、ｃｈ２‐１を含む中間周波数
信号は約１９０ＭＨｚである。
【００３５】
  ダイバーシティ合成部１１２は、ＩＦ分離部１１１で分離された中間周波数信号であっ
て、当該チャンネルの送信データ（図１の例ではｃｈ１‐１）を含む中間周波数信号（約
１３０ＭＨｚ）と、他の受信装置（図１の例では第２受信ＦＰＵ）のＩＦ分離部２１１で
分離された中間周波数信号であって、当該チャンネルの送信データ（図１の例ではｃｈ１
‐２）を含む中間周波数信号（約１９０ＭＨｚ）とが入力されてダイバーシティ合成を行
い、信号を復調する。
【００３６】
  一例としてダイバーシティ合成部１１２は、よく知られているように、ＳＮＲ（信号対
雑音電力比）が最大になるように合成（最大比合成ダイバーシティ）する。
【００３７】
  こうして、ダイバーシティ合成部１１２では、当該受信装置（第１受信ＦＰＵ）の分離
部で分離され当該受信装置に対する送信データ（ｃｈ１）を含む中間周波数信号と、他の
受信装置（第２受信ＦＰＵ）の分離部で分離され当該受信装置に対する送信データ（ｃｈ
１）を含む中間周波数信号とが入力されて、当該受信装置に対する送信データ（ｃｈ１）
を含むダイバーシティ合成信号が生成される。
【００３８】
  誤り訂正部１１３は、ダイバーシティ合成部１１２でダイバーシティ合成された信号に
対して、伝送誤りを訂正し、ｃｈ１の映像信号を出力する。
【００３９】
  第２受信ＦＰＵは、第２受信高周波部２００と第２受信制御部２１０を備える受信装置
である。第２受信高周波部２００は、受信アンテナ２０１と、ＬＮＡ２０２と、中間周波
数信号生成部２０３と、ＩＦ合成部２０５を備える。第２受信制御部２１０は、ＩＦ分離
部２１１と、ダイバーシティ合成部２１２と、誤り訂正部２１３を備える。中間周波数信
号生成部２０３は、ミキサ２０３ａと、ミキサ２０３ｂと、ＢＰＦ２０４ａと、ＢＰＦ２
０４ｂを備える。
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【００４０】
  第１実施例では、受信アンテナ２０１で受信され、ＬＮＡ２０２で増幅された高周波（
例えば１．２ＧＨｚ付近）の搬送波は、ミキサ２０３ａによって中心周波数が約１３０Ｍ
Ｈｚの中間周波数に変換され、ミキサ２０３ｂで１９０ＭＨｚ付近の中間周波数に変換さ
れる。この搬送波には、第１送信ＦＰＵ１‐１から送信された搬送波（周波数ｆ１）と、
第２送信ＦＰＵ２‐１から送信された搬送波（周波数ｆ２）が含まれる。
【００４１】
  ＢＰＦ２０４ａは、ミキサ２０３ａから出力された１３０ＭＨｚ付近の中間周波数信号
に対し、ｃｈ２の送信データ以外の周波数信号を抑圧し、ｃｈ２の送信データ（ｃｈ２‐
２）だけを通過させる。ＢＰＦ２０４ｂは、ミキサ２０３ｂから出力された１９０ＭＨｚ
付近の中間周波数信号に対し、ｃｈ１の送信データ以外の周波数信号を抑圧し、ｃｈ１の
送信データ（ｃｈ１‐２）だけを通過させる。
【００４２】
  こうして、中間周波数信号生成部２０３は、受信アンテナ２０１で受信され、ＬＮＡ２
０２で増幅された搬送波信号、つまり、第２受信ＦＰＵに対する送信データ（ｃｈ２）を
含む搬送波信号と、他の受信ＦＰＵに対する送信データ（ｃｈ１）を含む搬送波信号の高
周波数を中間周波数に変換し、第２受信ＦＰＵに対する（図１の例ではｃｈ２‐２）を含
む中間周波数信号と、他の受信ＦＰＵに対する送信データ（図１の例ではｃｈ１‐２）を
含む中間周波数信号とを生成する。
【００４３】
  ＩＦ合成部２０５は、入力された複数（図１の例では２つ）の中間周波数信号を合成し
て、１つの中間周波数合成信号を生成する合成部である。図１の例では、ｃｈ２‐２を含
む中間周波数信号と、ｃｈ１‐２を含む中間周波数信号とを合成し、合成信号を生成する
。
【００４４】
  ＩＦ分離部２１１は、ＩＦ合成部２０５で生成された中間周波数合成信号を、ＩＦ合成
部２０５で合成される前の複数の中間周波数信号に分離する分離部である。図１の例では
、ＩＦ合成部２０５で生成された中間周波数合成信号を、周波数により弁別し、ｃｈ２‐
２を含む中間周波数信号と、ｃｈ１‐２を含む中間周波数信号とに分離する。上述したよ
うに、ｃｈ２‐２を含む中間周波数信号は約１３０ＭＨｚ、ｃｈ１‐２を含む中間周波数
信号は約１９０ＭＨｚである。
【００４５】
  ダイバーシティ合成部２１２は、ＩＦ分離部２１１で分離された中間周波数信号であっ
て、当該チャンネルの送信データ（図１の例ではｃｈ２‐２）を含む中間周波数信号（約
１３０ＭＨｚ）と、他の受信装置（図１の例では第１受信ＦＰＵ）のＩＦ分離部１１１で
分離された中間周波数信号であって、当該チャンネルの送信データ（図１の例ではｃｈ２
‐１）を含む中間周波数信号（約１９０ＭＨｚ）とが入力されてダイバーシティ合成を行
い、信号を復調する。一例として、ダイバーシティ合成部２１２は、ダイバーシティ合成
部１１２と同様に、最大比合成ダイバーシチを行う。
【００４６】
  こうして、ダイバーシティ合成部２１２では、当該受信装置（第２受信ＦＰＵ）の分離
部で分離され当該受信装置に対する送信データ（ｃｈ２）を含む中間周波数信号と、他の
受信装置（第１受信ＦＰＵ）の分離部で分離され当該受信装置に対する送信データ（ｃｈ
２）を含む中間周波数信号とが入力されて、当該受信装置に対する送信データ（ｃｈ２）
を含むダイバーシティ合成信号が生成される。
【００４７】
  誤り訂正部２１３は、ダイバーシティ合成部２１２でダイバーシティ合成された信号に
対して、伝送誤りを訂正し、ｃｈ２の映像信号を出力する。
【００４８】
  次に、受信アンテナ１０１、２０１で受信した受信信号に基づき、第１系統の受信装置
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でｃｈ１の送信データ、第２系統の受信装置でｃｈ２の送信データを取得するまでの動作
を説明する。ｃｈ１の送信データやｃｈ２の送信データは、例えば映像信号である。
【００４９】
  受信アンテナ１０１、２０１は、指向性を有するアンテナであり、送信アンテナ１‐２
、送信アンテナ２‐２にそれぞれ向けられるべきであるが、互いに接近する複数の中継車
が遠方にある場合などでは、１つの受信ビームで複数の中継車を捉えられることがある。
本実施例では、中継車が直線的な道路を走る場合などにその延長線上に受信サイトを設置
するなどして、できるだけ複数の送信ＦＰＵからの送信データを同時に１つのアンテナで
受信するように運用するものとする。
【００５０】
  受信アンテナ１０１で受信した受信信号は、ＬＮＡ１０２に入力され増幅される。受信
アンテナ２０１で受信した受信信号は、ＬＮＡ２０２に入力され増幅される。このとき、
それぞれのチャンネル（ｃｈ１とｃｈ２）の周波数の差は、搬送波周波数に対して比較的
狭い間隔である（比帯域が小さい）ことが望ましい。これは、受信アンテナ１０１、２０
１やＬＮＡ１０２、２０２の有効帯域幅の中に、それぞれのチャンネルが収容されている
必要があるためである。この条件下であれば、ＬＮＡ１０２、２０２では、到達した２チ
ャンネルの信号を同時に増幅することができる。なお、受信アンテナ１０１、２０１や受
信高周波部１００、２００を、１．２ＧＨｚ／２．３ＧＨｚ共用の構成とすることを妨げ
るものではない。
【００５１】
  ＬＮＡ１０２で増幅された信号は、分岐され、ミキサ１０３ａと１０３ｂに入力される
。これらのミキサで、搬送波のＲＦ周波数がＩＦ周波数に周波数変換される。このとき、
前述したように、ミキサ１０３ａと１０３ｂで異なるＩＦ周波数に変換する。具体的には
、前述したＦＰＵのＡＲＩＢ規格で推奨されているように、ＲＦ周波数をミキサ１０３ａ
では１３０ＭＨｚに、ミキサ１０３ｂでは１９０ＭＨｚに変換する。
【００５２】
  ミキサ１０３ａによりＩＦ周波数（１３０ＭＨｚ）に変換されたＩＦ信号は、ＢＰＦ１
０４ａにより、ｃｈ１の帯域外の信号を抑圧し、主信号であるｃｈ１の信号（ｃｈ１‐１
）のみを抽出する。ミキサ１０３ｂによりＩＦ周波数（１９０ＭＨｚ）に変換されたＩＦ
信号は、ＢＰＦ１０４ｂにより、ｃｈ２の帯域外の信号を抑圧し、主信号であるｃｈ２の
信号（ｃｈ２‐１）のみを抽出する。
【００５３】
  同様に、ＬＮＡ２０２で増幅された信号は、分岐され、ミキサ２０３ａと２０３ｂに入
力される。これらのミキサで、搬送波のＲＦ周波数がＩＦ周波数に周波数変換される。具
体的には、ＲＦ周波数をミキサ２０３ａでは１３０ＭＨｚに、ミキサ２０３ｂでは１９０
ＭＨｚに変換する。
【００５４】
  ミキサ２０３ａによりＩＦ周波数（１３０ＭＨｚ）に変換されたＩＦ信号は、ＢＰＦ２
０４ａにより、ｃｈ２の帯域外の信号を抑圧し、主信号であるｃｈ２の信号（ｃｈ２‐２
）のみを抽出する。ミキサ２０３ｂによりＩＦ周波数（１９０ＭＨｚ）に変換されたＩＦ
信号は、ＢＰＦ２０４ｂにより、ｃｈ１の帯域外の信号を抑圧し、主信号であるｃｈ１の
信号（ｃｈ１‐２）のみを抽出する。
【００５５】
  図２は、本発明の第１実施例に係るミキサとＢＰＦによるチャンネル選択を示す図であ
る。
  図２に示すように、１系統目の受信アンテナ１０１で受信した受信信号は、ｃｈ１とｃ
ｈ２の周波数を含んでいるが、ミキサ１０３ａとＢＰＦ１０４ａにより、ｃｈ１の信号（
ｃｈ１‐１）のみが抽出され、ミキサ１０３ｂとＢＰＦ１０４ｂにより、ｃｈ２の信号（
ｃｈ２‐１）のみが抽出される。
【００５６】
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  同様に、２系統目の受信アンテナ２０１で受信した受信信号は、ｃｈ１とｃｈ２の周波
数を含んでいるが、ミキサ２０３ｂとＢＰＦ２０４ｂにより、ｃｈ１の信号（ｃｈ１‐２
）のみが抽出され、ミキサ２０３ａとＢＰＦ２０４ａにより、ｃｈ２の信号（ｃｈ２‐２
）のみが抽出される。
【００５７】
  その後、１系統目の２つのＩＦ信号（ｃｈ１‐１とｃｈ２‐１）は、ＩＦ合成部１０５
により合成され、ＩＦケーブル１０６により、ＩＦ分離部１１１へ伝送される。２系統目
の２つのＩＦ信号（ｃｈ１‐２とｃｈ２‐２）は、ＩＦ合成部２０５により合成され、Ｉ
Ｆケーブル２０６により、ＩＦ分離部２１１へ伝送される。ＩＦ合成部の構成を用いるこ
とで、各系統の２つのＩＦ信号を、それぞれ１本のＩＦケーブルで伝送することが可能と
なる。ＩＦケーブルには、例えば同軸ケーブルが用いられる。
【００５８】
  なお、本例では、ＩＦケーブルを用いて合成信号をＩＦ合成部（１０５，２０５）から
ＩＦ分離部（１１１，２１１）へ送信するように構成したが、ケーブルを用いず、無線に
より合成信号をＩＦ合成部からＩＦ分離部へ送信することも可能である。また、同軸ケー
ブルに限られず、アナログ変調を利用し光ケーブルで伝送してもよい。
【００５９】
  １系統目のＩＦ分離部１１１において、ＩＦ合成部１０５で合成されたＩＦ信号は、再
度２つのＩＦ信号に分離、つまり、ＩＦ合成部１０５で合成される前のＩＦ信号（ｃｈ１
‐１とｃｈ２‐１）に分離される。同様に、２系統目のＩＦ分離部２１１において、ＩＦ
合成部２０５で合成されたＩＦ信号は、再度２つのＩＦ信号に分離、つまり、ＩＦ合成部
２０５で合成される前のＩＦ信号（ｃｈ１‐２とｃｈ２‐２）に分離される。
【００６０】
  ＩＦ分離部１１１で分離された一方のＩＦ信号（ｃｈ１-１）は、１系統目のダイバー
シティ合成部１１２に入力される。もう一方のＩＦ信号（ｃｈ２-１）は、２系統目のダ
イバーシティ合成部２１２に入力される。同様に、ＩＦ分離部２１１で分離された一方の
ＩＦ信号（ｃｈ２-２）は２系統目のダイバーシティ合成部２１２に入力され、もう一方
のＩＦ信号（ｃｈ１-２）は、１系統目のダイバーシティ合成部１１２に入力される。
【００６１】
  このように、片方のＩＦ信号を２つの系統間で交差させて受け渡すことにより、１系統
目のダイバーシティ合成部１１２には、受信アンテナ１０１と２０１で受信したｃｈ１の
信号が集約され、２系統目のダイバーシティ合成部２１２には、受信アンテナ１０１と２
０１で受信したｃｈ２の信号が集約される。
【００６２】
  このとき、ＩＦ分離部１１１からダイバーシティ合成部２１２へのＩＦ信号（ｃｈ２-
１）の受け渡し、ＩＦ分離部２１１からダイバーシティ合成部１１２へのＩＦ信号（ｃｈ
１-２）の受け渡しは、例えば同軸ケーブルを用いて行われるが、同軸ケーブルに限られ
ず、光ケーブル等を用いてもよい。
【００６３】
  受信アンテナ１０１が設置される第１受信高周波部１００と受信アンテナ２０１が設置
される第２受信高周波部２００との間の距離は、ダイバーシティ効果を高めるため大きく
設定される（例えば数メートル以上）が、ダイバーシティ合成部１１２が収容される第１
受信制御部１１０とダイバーシティ合成部２１２が収容される第２受信制御部２１０との
間の距離は、近接していても構わない。
【００６４】
  すなわち、合成信号を当該受信装置のＩＦ合成部から当該受信装置のＩＦ分離部へ伝送
する第１のケーブル（１０６，２０６）の長さよりも、ＩＦ信号を他の受信装置（ＩＦ分
離部２１１）から当該受信装置（ダイバーシティ合成部１１２）へ伝送する第２のケーブ
ルの長さを短くすることができる。したがって、他の受信装置から当該受信装置へのＩＦ
信号の伝送が容易に行える。
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【００６５】
  ダイバーシティ合成部１１２と２１２では、それぞれ、集約された２つのＩＦ信号を、
合成後のＳＮＲが最大となる最大比合成などのダイバーシティ合成方式を用いて合成する
。ダイバーシティ合成後の信号は、それぞれ、誤り訂正部１１３と２１３により伝送誤り
が軽減され、誤り訂正部１１３からはｃｈ１の映像信号が、誤り訂正部２１３からはｃｈ
２の映像信号が出力される。
【００６６】
  なお、第１実施例では、ダイバーシティ合成部１１２と２１２において、それぞれの２
つの入力信号の中間周波数が異なるように構成したが、同じ中間周波数の信号同士を合成
するように構成することも可能である。この場合は、第２受信高周波部２００において、
ＢＰＦ２０４ａは、ミキサ２０３ａから出力された１３０ＭＨｚ付近の中間周波数信号に
対し、ｃｈ１の送信データ（ｃｈ１‐２）だけを通過させ、ＢＰＦ２０４ｂは、ミキサ２
０３ｂから出力された１９０ＭＨｚ付近の中間周波数信号に対し、ｃｈ２の送信データ（
ｃｈ２‐２）だけを通過させるよう構成する。
【００６７】
  あるいは、高周波数におけるｃｈ１とｃｈ２の配置が固定的な場合は、ミキサ１０３ｂ
とミキサ２０３ｂを省略し、第１受信高周波部１００において、ミキサ１０３ａから出力
された１３０ＭＨｚ付近の中間周波数信号に対し、ＢＰＦ１０４ａは、ｃｈ１の送信デー
タ（ｃｈ１‐１）だけを通過させ、ＢＰＦ１０４ｂは、ｃｈ２の送信データ（ｃｈ２‐１
）だけを通過させ、第２受信高周波部２００において、ミキサ２０３ａから出力された１
３０ＭＨｚ付近の中間周波数信号に対し、ＢＰＦ２０４ａは、ｃｈ１の送信データ（ｃｈ
１‐２）だけを通過させ、ＢＰＦ２０４ｂは、ｃｈ２の送信データ（ｃｈ２‐２）だけを
通過させるよう構成してもよい。
【００６８】
  また、第１実施例では、第１受信制御部１１０と第２受信制御部２１０の両方でダイバ
ーシティ合成を行うように構成したが、第１受信制御部１１０と第２受信制御部２１０の
いずれか一方のみでダイバーシティ合成を行うように構成することも可能である。例えば
、第１受信制御部１１０のみでダイバーシティ合成を行い、第２受信制御部２１０では、
ダイバーシティ合成部２１２を設けず、ＩＦ分離部２１１の出力（ｃｈ２-２）を誤り訂
正部１１３へ入力し、ｃｈ２の映像信号とする。このようにしても、ｃｈ１の映像信号に
はダイバーシティ効果が生じる。この方法は、例えば、送信ＦＰＵ２‐１からの電波が継
続して良好な場合に使用できる。
【００６９】
  第１実施例によれば、少なくとも以下に示す効果を奏する。
  （Ａ１）複数の受信装置を含む受信システムにおいて、複数の受信装置のそれぞれが、
当該受信装置に対する第１の送信データを含む第１の周波数信号と、他の受信装置に対す
る第２の送信データを含む第２の周波数信号を受信する受信アンテナと、第１の周波数信
号と第２の周波数信号に基づき、第１の送信データを含む第１の中間周波数信号と、第２
の送信データを含む第２の中間周波数信号を生成する中間周波数信号生成部と、第１の中
間周波数信号と第２の中間周波数信号を合成し合成信号を生成する合成部と、合成信号を
第１の中間周波数信号と第２の中間周波数信号に分離する分離部と、当該受信装置の分離
部で分離された第１の中間周波数信号と、他の受信装置の分離部で分離され第１の送信デ
ータを含む第３の中間周波数信号とが入力されて、第１の送信データを含むダイバーシテ
ィ合成信号が生成されるダイバーシティ合成部と、を備えるよう構成したので、アンテナ
本数（つまりシステム設備）を低減させるとともに、アンテナ間隔を拡げることによりア
ンテナ相関を低減させダイバーシティ性能を改善することができる。
  （Ａ２）合成信号を当該受信装置の合成部から当該受信装置の分離部へ伝送する第１の
ケーブルと、前記第３の中間周波数信号を他の受信装置から当該受信装置へ伝送する第２
のケーブルとを設け、第２のケーブルが第１のケーブルよりも短くなるように構成したの
で、異なる系統の受信アンテナの間隔を拡げることができ、また、異なる系統のダイバー
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シティ合成部の間隔を小さくすることができる。
  （Ａ３）ダイバーシティ合成部の入力信号の周波数を大きく異ならせるように構成した
ので、ダイバーシティ合成を行うことが容易になる。
【００７０】
（第２実施例）
  次に、本発明の実施形態における第２実施例について、図３を用いて説明する。図３は
、第２実施例に係る送受信システムの構成図であり、３チャンネルのＦＰＵ伝送を行う例
を示す。図３において、第１実施例の図１と同じ構成には同符号を付し、説明を省略する
。なお、第２実施例では、３チャンネルの構成について説明するが、４チャンネル以上に
ついても同様の拡張により実現可能である。
【００７１】
  図３に示すように、第２実施例では、３つの送信ＦＰＵ１-１、２-１、３-１から、計
３チャンネルの送信信号（ｃｈ１、ｃｈ２、ｃｈ３）を送出する。第３送信ＦＰＵ３‐１
は、第１送信ＦＰＵ１‐１や第２送信ＦＰＵ２‐１と同様に、それぞれ、送信制御部１１
と送信高周波部１３を備える。
【００７２】
  第１実施例では、２チャンネルの受信信号を、２つの系統の受信制御部の筐体間で交差
させて受け渡ししていたが、第２実施例では、３チャンネルの受信信号を、３つの系統の
受信制御部の筐体間で、リング状に受け渡す。
【００７３】
  具体的には、第１系統の受信アンテナ３０１では少なくともｃｈ１とｃｈ２の信号を受
信し、第２系統の受信アンテナ４０１では少なくともｃｈ２とｃｈ３の信号を受信し、第
３系統の受信アンテナ５０１では少なくともｃｈ３とｃｈ１の信号を受信する。もちろん
、各アンテナでｃｈ１、ｃｈ１、ｃｈ３の信号を同時に全て受信しても差し支えない。そ
して、第１系統で受信したｃｈ２の信号を第２系統に受け渡し、第２系統で受信したｃｈ
３の信号を第３系統に受け渡し、第３系統で受信したｃｈ１の信号を第１系統に受け渡す
。
【００７４】
  図３に示すように、この送受信システムは、第１系統のＦＰＵ伝送装置と第２系統のＦ
ＰＵ伝送装置と第３系統のＦＰＵ伝送装置とを備える。第１系統のＦＰＵ伝送装置は、第
１送信ＦＰＵ１‐１と第１受信ＦＰＵを備える。第２系統のＦＰＵ伝送装置は、第２送信
ＦＰＵ２‐１と第２受信ＦＰＵを備える。第３系統のＦＰＵ伝送装置は、第３送信ＦＰＵ
３‐１と第３受信ＦＰＵを備える。
【００７５】
  第１実施例で述べたように、第１送信ＦＰＵ１‐１は、ｃｈ１の送信データを、ｃｈ１
の搬送波（ｆ１）を用いて送信アンテナ１‐２から無線送信し、第２送信ＦＰＵ２‐１は
、ｃｈ２の送信データを、ｃｈ２の搬送波（ｆ２）を用いて送信アンテナ２‐２から無線
送信する。第３送信ＦＰＵ３‐１は、ｃｈ３の送信データを、ｃｈ３の搬送波を用いて、
送信アンテナ３‐２から無線送信する。ｃｈ３の搬送波の中心周波数をｆ３とする。ｆ３
はｆ１やｆ２と異なり、また、ｃｈ３の送信データは、ｃｈ１の送信データやｃｈ２の送
信データと異なる。
【００７６】
  図３に示すように、ｃｈ１の搬送波３１ａとｃｈ２の搬送波３２ａは、第１受信ＦＰＵ
の受信アンテナ３０１で受信され、ｃｈ２の搬送波３２ｂとｃｈ３の搬送波３３ｂは、第
２受信ＦＰＵの受信アンテナ４０１で受信され、ｃｈ３の搬送波３３ｃとｃｈ１の搬送波
３１ｃは、第３受信ＦＰＵの受信アンテナ５０１で受信される。
【００７７】
  第１受信ＦＰＵは、第１受信高周波部３００と第１受信制御部３１０を備える。第１受
信高周波部３００は、受信アンテナ３０１と、ＬＮＡ３０２と、中間周波数信号生成部３
０３と、ＩＦ合成部３０５を備える。中間周波数信号生成部３０３は、ミキサ３０３ａと
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、ミキサ３０３ｂと、ＢＰＦ３０４ａと、ＢＰＦ３０４ｂを備える。第１受信高周波部３
００の構成は、第１実施例の第１受信高周波部１００の構成と同じである。ＬＮＡ３０２
は、第１実施例のＬＮＡ１０２と同じ機能を有する。
【００７８】
  第１受信制御部３１０は、ＩＦ分離部３１１と、ダイバーシティ合成部３１２と、誤り
訂正部３１３を備える。第１受信制御部３１０の構成も、第１実施例の第１受信制御部１
１０の構成と略同じであるが、ダイバーシティ合成部３１２の入力が第２系統からの（ｃ
ｈ１‐２）でなく、第３系統からの（ｃｈ１‐３）である点だけが、第１実施例と異なる
。
【００７９】
  第２受信ＦＰＵは、第２受信高周波部４００と第２受信制御部４１０を備える。第２受
信高周波部４００は、受信アンテナ４０１と、ＬＮＡ４０２と、中間周波数信号生成部４
０３と、ＩＦ合成部４０５を備える。中間周波数信号生成部４０３は、ミキサ４０３ａと
、ミキサ４０３ｂと、ＢＰＦ４０４ａと、ＢＰＦ４０４ｂを備える。ＬＮＡ４０２は、第
１実施例のＬＮＡ１０２と同じ機能を有する。
【００８０】
  第２受信高周波部４００の構成は、第１受信高周波部３００の構成と略同じであるが、
受信アンテナ４０１で、ｃｈ２の搬送波３２ｂ（周波数ｆ２）とｃｈ３の搬送波３３ｂ（
周波数ｆ３）を受信し、一方のミキサ（ミキサ４０３ａ）で、１３０ＭＨｚ付近の中間周
波数信号に周波数変換し、一方のＢＰＦ（ＢＰＦ４０４ａ）で、ｃｈ２の送信データ（ｃ
ｈ２‐２）だけを通過させ、他方のミキサ（ミキサ４０３ｂ）で、１９０ＭＨｚ付近の中
間周波数信号に周波数変換し、他方のＢＰＦ（ＢＰＦ４０４ｂ）で、ｃｈ３の送信データ
（ｃｈ３‐２）だけを通過させる点が異なる。
【００８１】
  第２受信制御部４１０は、ＩＦ分離部４１１と、ダイバーシティ合成部４１２と、誤り
訂正部４１３を備える。第２受信制御部４１０の構成は、第１受信制御部３１０の構成と
略同じであるが、ＩＦ分離部４１１の出力の一方（ｃｈ２‐２）が、ダイバーシティ合成
部４１２に供給され、ＩＦ分離部４１１の出力の他方（ｃｈ３‐２）が、第３系統のダイ
バーシティ合成部５１２に供給される点が、第１受信制御部３１０と異なる。
【００８２】
  第３受信ＦＰＵは、第３受信高周波部５００と第３受信制御部５１０を備える。第３受
信高周波部５００は、受信アンテナ５０１と、ＬＮＡ５０２と、中間周波数信号生成部５
０３と、ＩＦ合成部５０５を備える。中間周波数信号生成部５０３は、ミキサ５０３ａと
、ミキサ５０３ｂと、ＢＰＦ５０４ａと、ＢＰＦ５０４ｂを備える。ＬＮＡ５０２は、第
１実施例のＬＮＡ１０２と同じ機能を有する。
【００８３】
  第３受信高周波部５００の構成は、第１受信高周波部３００の構成と略同じであるが、
受信アンテナ５０１で、ｃｈ３の搬送波３３ｃ（周波数ｆ３）とｃｈ１の搬送波３１ｃ（
周波数ｆ１）を受信し、一方のミキサ（ミキサ５０３ａ）で、１３０ＭＨｚ付近の中間周
波数信号に周波数変換し、一方のＢＰＦ（ＢＰＦ５０４ａ）で、ｃｈ３の送信データ（ｃ
ｈ３‐３）だけを通過させ、他方のミキサ（ミキサ５０３ｂ）で、１９０ＭＨｚ付近の中
間周波数信号に周波数変換し、他方のＢＰＦ（ＢＰＦ５０４ｂ）で、ｃｈ１の送信データ
（ｃｈ１‐３）だけを通過させる点が異なる。
【００８４】
  第３受信制御部５１０は、ＩＦ分離部５１１と、ダイバーシティ合成部５１２と、誤り
訂正部５１３を備える。第３受信制御部５１０の構成は、第１受信制御部３１０の構成と
略同じであるが、ＩＦ分離部５１１の出力の一方（ｃｈ３‐３）が、ダイバーシティ合成
部５１２に供給され、ＩＦ分離部５１１の出力の他方（ｃｈ１‐３）が、第１系統のダイ
バーシティ合成部３１２に供給される点が、第１受信制御部３１０と異なる。
【００８５】
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  次に、受信アンテナ３０１、４０１、５０１で受信した受信信号に基づき、第１系統の
受信装置でｃｈ１の送信データ、第２系統の受信装置でｃｈ２の送信データ、第３系統の
受信装置でｃｈ３の送信データを取得するまでの動作を説明する。
【００８６】
  受信アンテナ３０１で受信した受信信号は、ＬＮＡ３０２に入力され増幅される。受信
アンテナ４０１で受信した受信信号は、ＬＮＡ４０２に入力され増幅される。受信アンテ
ナ５０１で受信した受信信号は、ＬＮＡ５０２に入力され増幅される。
【００８７】
  ＬＮＡ３０２で増幅された信号は、ミキサ３０３ａ、３０３ｂに入力され、搬送波のＲ
Ｆ周波数がＩＦ周波数に周波数変換される。具体的には、ＲＦ周波数をミキサ３０３ａで
は１３０ＭＨｚに、ミキサ３０３ｂでは１９０ＭＨｚに変換する。
【００８８】
  ミキサ３０３ａによりＩＦ周波数（１３０ＭＨｚ）に変換されたＩＦ信号から、ＢＰＦ
３０４ａにより、ｃｈ１の信号（ｃｈ１‐１）のみが抽出される。ミキサ３０３ｂにより
ＩＦ周波数（１９０ＭＨｚ）に変換されたＩＦ信号から、ＢＰＦ３０４ｂにより、ｃｈ２
の信号（ｃｈ２‐１）のみが抽出される。
【００８９】
  同様に、ＬＮＡ４０２で増幅された信号は、ミキサ４０３ａ、４０３ｂに入力され、Ｒ
Ｆ周波数をミキサ４０３ａでは１３０ＭＨｚに、ミキサ４０３ｂでは１９０ＭＨｚに変換
する。そして、ミキサ４０３ａによりＩＦ周波数（１３０ＭＨｚ）に変換されたＩＦ信号
から、ＢＰＦ４０４ａにより、ｃｈ２の信号（ｃｈ２‐２）のみが抽出される。ミキサ４
０３ｂによりＩＦ周波数（１９０ＭＨｚ）に変換されたＩＦ信号から、ＢＰＦ４０４ｂに
より、ｃｈ３の信号（ｃｈ３‐２）のみが抽出される。
【００９０】
  同様に、ＬＮＡ５０２で増幅された信号は、ミキサ５０３ａ、５０３ｂに入力され、Ｒ
Ｆ周波数をミキサ５０３ａでは１３０ＭＨｚに、ミキサ５０３ｂでは１９０ＭＨｚに変換
する。そして、ミキサ５０３ａによりＩＦ周波数（１３０ＭＨｚ）に変換されたＩＦ信号
から、ＢＰＦ５０４ａにより、ｃｈ３の信号（ｃｈ３‐３）のみが抽出される。ミキサ５
０３ｂによりＩＦ周波数（１９０ＭＨｚ）に変換されたＩＦ信号から、ＢＰＦ５０４ｂに
より、ｃｈ１の信号（ｃｈ１‐３）のみが抽出される。
【００９１】
  その後、１系統目の２つのＩＦ信号（ｃｈ１‐１とｃｈ２‐１）は、ＩＦ合成部３０５
により合成され、ＩＦケーブル３０６により、ＩＦ分離部３１１へ送出される。２系統目
の２つのＩＦ信号（ｃｈ２‐２とｃｈ３‐２）は、ＩＦ合成部４０５により合成され、Ｉ
Ｆケーブル４０６により、ＩＦ分離部４１１へ送出される。３系統目の２つのＩＦ信号（
ｃｈ３‐３とｃｈ１‐３）は、ＩＦ合成部５０５により合成され、ＩＦケーブル５０６に
より、ＩＦ分離部５１１へ送出される。
【００９２】
  １系統目のＩＦ分離部３１１において、ＩＦ合成部３０５で合成されたＩＦ信号は、Ｉ
Ｆ合成部３０５で合成される前のＩＦ信号（ｃｈ１‐１とｃｈ２‐１）に分離される。同
様に、２系統目のＩＦ分離部４１１において、ＩＦ合成部４０５で合成されたＩＦ信号は
、ＩＦ合成部４０５で合成される前のＩＦ信号（ｃｈ２‐２とｃｈ３‐２）に分離される
。３系統目のＩＦ分離部５１１において、ＩＦ合成部５０５で合成されたＩＦ信号は、Ｉ
Ｆ合成部５０５で合成される前のＩＦ信号（ｃｈ３‐３とｃｈ１‐３）に分離される。
【００９３】
  ＩＦ分離部３１１で分離された１つ目のＩＦ信号（ｃｈ１-１）は、１系統目のダイバ
ーシティ合成部３１２に入力される。ＩＦ分離部３１１で分離された２つ目のＩＦ信号（
ｃｈ２-１）は、２系統目のダイバーシティ合成部４１２に入力される。
【００９４】
  同様に、ＩＦ分離部４１１で分離された１つ目のＩＦ信号（ｃｈ２-２）は、２系統目
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のダイバーシティ合成部４１２に入力され、２つ目のＩＦ信号（ｃｈ３-２）は３系統目
のダイバーシティ合成部５１２に入力される。
【００９５】
  同様に、ＩＦ分離部５１１で分離された１つ目のＩＦ信号（ｃｈ３-３）は、３系統目
のダイバーシティ合成部５１２に入力され、２つ目のＩＦ信号（ｃｈ１-３）は、１系統
目のダイバーシティ合成部３１２に入力される。
【００９６】
  このとき、ＩＦ分離部３１１からダイバーシティ合成部４１２へのＩＦ信号（ｃｈ２-
１）の受け渡し、ＩＦ分離部４１１からダイバーシティ合成部５１２へのＩＦ信号（ｃｈ
３-２）の受け渡し、ＩＦ分離部５１１からダイバーシティ合成部３１２へのＩＦ信号（
ｃｈ１-３）の受け渡しは、同軸ケーブルを用いて行われる。
【００９７】
  ダイバーシティ合成部３１２，４１２，５１２では、それぞれ、集約された２つのＩＦ
信号を、合成後のＳＮＲが最大となる最大比合成などのダイバーシティ合成方式を用いて
合成する。ダイバーシティ合成後の信号は、誤り訂正部３１３、４１３、５１３により伝
送誤りが軽減され、誤り訂正部３１３からはｃｈ１の映像信号、誤り訂正部４１３からは
ｃｈ２の映像信号、誤り訂正部５１３からはｃｈ３の映像信号が出力される。
【００９８】
  こうして、第１受信ＦＰＵでは、ｃｈ１の信号をダイバーシティ受信するため、自身の
受信アンテナ３０１で受信したｃｈ１の信号と、受信アンテナ５０１で受信し第３受信Ｆ
ＰＵを経由したｃｈ１の信号とを集約し、第１受信ＦＰＵの出力としてｃｈ１の映像信号
を取得する。
【００９９】
  同様に、第２受信ＦＰＵでは、ｃｈ２の信号をダイバーシティ受信するため、自身の受
信アンテナ４０１で受信したｃｈ２の信号と、受信アンテナ３０１で受信し第１受信ＦＰ
Ｕを経由したｃｈ２の信号とを集約し、第２受信ＦＰＵの出力としてｃｈ２の映像信号を
取得する。
【０１００】
  同様に、第３受信ＦＰＵでは、ｃｈ３の信号をダイバーシティ受信するため、自身の受
信アンテナ５０１で受信したｃｈ３の信号と、受信アンテナ４０１で受信し第２受信ＦＰ
Ｕを経由したｃｈ３の信号とを集約し、第３受信ＦＰＵの出力としてｃｈ３の映像信号を
取得する。
【０１０１】
  このように、３つの系統の受信制御部の筐体間で、ＩＦ信号をリング状に受け渡すこと
により、３チャンネルの受信ダイバーシティ処理を３本の受信アンテナで実現することが
できる。
【０１０２】
  なお、第２実施例では、第１実施例と同様に、ダイバーシティ合成部３１２と４１２と
５１２において、それぞれの入力信号の中間周波数が異なるように構成したが、第１実施
例で述べたように、それぞれの中間周波数が略同じとなるように構成することも可能であ
る。
【０１０３】
  また、第２実施例では、第１受信制御部３１０と第２受信制御部４１０と第３受信制御
部５１０の全てでダイバーシティ合成を行うように構成したが、第１受信制御部３１０と
第２受信制御部４１０と第３受信制御部５１０のうち１つ又は２つでダイバーシティ合成
を行うように構成することも可能である。例えば、第１受信制御部３１０と第２受信制御
部４１０のみでダイバーシティ合成を行い、第３受信制御部５１０では、ＩＦ分離部５１
１の出力（ｃｈ３-３）だけを誤り訂正部５１３へ入力し、ｃｈ３の映像信号とする。こ
のようにしても、ｃｈ１とｃｈ２の映像信号にはダイバーシティ効果が生じる。
【０１０４】
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  第２実施例によれば、第１実施例の効果に加え、少なくとも以下に示す効果を奏する。
  （Ｂ１）チャンネル数及び受信アンテナ数よりもダイバーシティ合成数を少なくしたの
で、受信装置の設備を低減することができる。
【０１０５】
（第３実施例）
  次に、本発明の実施形態における第３実施例について、図４を用いて説明する。図４は
、第３実施例に係る送受信システムの構成図である。第３実施例は、第１実施例を一般化
した構成であり、周波数的に近接するＸチャンネル（Ｘは整数）の伝送を実施する送受信
システムにおいて、Ｎ（Ｎは整数）本の受信アンテナを用いて、Ｍ（Ｍは整数でなおかつ
Ｍ≦Ｎ）合成ダイバーシティを行うものである。ダイバーシティ合成数Ｍは、受信アンテ
ナ数Ｎ以下である必要があり、Ｍ≦Ｎの関係は必須である。
【０１０６】
  図４は、Ｘ＝Ｍ＝Ｎ＝３の例である。Ｘ＝３チャンネルの送信信号をダイバーシティ受
信するシステムであり、Ｎ＝３本の受信アンテナを備えている。各受信高周波部（６００
、７００、８００）では、それぞれ、ダイバーシティ合成数Ｍ＝３のミキサ（例えば受信
高周波部６００では、ミキサ６０３ａ、６０３ｂ、６０３ｃ）を備え、３つのＩＦ信号を
生成する。各受信制御部（６１０、７１０、８１０）では、再度、ＩＦ信号を３つに分離
させ、各受信制御部間で受け渡しすることにより、各ダイバーシティ合成部（６１２、７
１２、８１２）にはＭ＝３のＩＦ信号が集約され、それらを最大比合成などのダイバーシ
ティ合成することにより、第１実施例で記載したＭ＝２の合成数よりも高い受信性能を実
現することができる。
【０１０７】
  以下、第３実施例の構成を詳しく説明する。図４において、第２実施例の図３と同じ構
成には同符号を付し、説明を省略する。
【０１０８】
  図４に示すように、この送受信システムは、第１系統のＦＰＵ伝送装置と第２系統のＦ
ＰＵ伝送装置と第３系統のＦＰＵ伝送装置とを備える。第１系統のＦＰＵ伝送装置は、第
１送信ＦＰＵ１‐１と第１受信ＦＰＵを備える。第２系統のＦＰＵ伝送装置は、第２送信
ＦＰＵ２‐１と第２受信ＦＰＵを備える。第３系統のＦＰＵ伝送装置は、第３送信ＦＰＵ
３‐１と第３受信ＦＰＵを備える。
【０１０９】
  第２実施例で述べたように、第１送信ＦＰＵ１‐１は、ｃｈ１の送信データを、ｃｈ１
の搬送波（ｆ１）を用いて送信アンテナ１‐２から無線送信し、第２送信ＦＰＵ２‐１は
、ｃｈ２の送信データを、ｃｈ２の搬送波（ｆ２）を用いて送信アンテナ２‐２から無線
送信し、第３送信ＦＰＵ３‐１は、ｃｈ３の送信データを、ｃｈ３の搬送波（ｆ３）を用
いて、送信アンテナ３‐２から無線送信する。
【０１１０】
  図４に示すように、ｃｈ１の搬送波とｃｈ２の搬送波とｃｈ３の搬送波は、第１受信Ｆ
ＰＵの受信アンテナ６０１と、第２受信ＦＰＵの受信アンテナ７０１と、第３受信ＦＰＵ
の受信アンテナ８０１において、それぞれ受信される。図４では、ｃｈ１の搬送波３１ａ
とｃｈ２の搬送波３２ａとｃｈ３の搬送波３３ａとが受信アンテナ６０１で受信され、ｃ
ｈ１の搬送波３１ｂとｃｈ２の搬送波３２ｂとｃｈ３の搬送波３３ｂとが受信アンテナ７
０１で受信され、ｃｈ１の搬送波３１ｃとｃｈ２の搬送波３２ｃとｃｈ３の搬送波３３ｃ
とが受信アンテナ８０１で受信される様子を示す。
【０１１１】
  第１受信ＦＰＵは、第１受信高周波部６００と第１受信制御部６１０を備える。第１受
信高周波部６００は、受信アンテナ６０１と、ＬＮＡ６０２と、中間周波数信号生成部６
０３と、ＩＦ合成部６０５を備える。第１受信制御部６１０は、ＩＦ分離部６１１と、ダ
イバーシティ合成部６１２と、誤り訂正部６１３を備える。ＬＮＡ６０２は、第１実施例
のＬＮＡ１０２と同じ機能を有する。
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【０１１２】
  中間周波数信号生成部６０３は、ミキサ６０３ａと、ミキサ６０３ｂと、ミキサ６０３
ｃと、ＢＰＦ６０４ａと、ＢＰＦ６０４ｂと、ＢＰＦ６０４ｃを備える。
【０１１３】
  ミキサ６０３ａは、ＬＮＡ６０２で増幅された高周波を、１３０ＭＨｚ付近の中間周波
数に変換し、ＢＰＦ６０４ａは、この１３０ＭＨｚ付近の中間周波数信号に対し、ｃｈ１
の送信データ以外の周波数信号を抑圧し、ｃｈ１の送信データ（ｃｈ１‐１）だけを通過
させる。
【０１１４】
  ミキサ６０３ｂは、ＬＮＡ６０２で増幅された高周波を、１９０ＭＨｚ付近の中間周波
数に変換し、ＢＰＦ６０４ｂは、この１９０ＭＨｚ付近の中間周波数信号に対し、ｃｈ２
の送信データ以外の周波数信号を抑圧し、ｃｈ２の送信データ（ｃｈ２‐１）だけを通過
させる。
【０１１５】
  ミキサ６０３ｃは、ＬＮＡ６０２で増幅された高周波を、２５０ＭＨｚ付近の中間周波
数に変換し、ＢＰＦ６０４ｃは、この２５０ＭＨｚ付近の中間周波数信号に対し、ｃｈ３
の送信データ以外の周波数信号を抑圧し、ｃｈ３の送信データ（ｃｈ３‐１）だけを通過
させる。
【０１１６】
  ＩＦ合成部６０５は、入力された複数（図４の例では３つ）の中間周波数信号を合成し
て、１つの中間周波数合成信号を生成する。図４の例では、ｃｈ１‐１を含む中間周波数
信号と、ｃｈ２‐１を含む中間周波数信号と、ｃｈ３‐１を含む中間周波数信号とを合成
する。
【０１１７】
  ＩＦ分離部６１１は、ＩＦ合成部６０５で生成された中間周波数合成信号を、ＩＦ合成
部６０５で合成される前の複数の中間周波数信号に分離する。図４の例では、ＩＦ合成部
６０５で生成された中間周波数合成信号を、周波数により弁別し、ｃｈ１‐１を含む中間
周波数信号と、ｃｈ２‐１を含む中間周波数信号と、ｃｈ３‐１を含む中間周波数信号と
に分離する。上述したように、ｃｈ１‐１を含む中間周波数信号は約１３０ＭＨｚ、ｃｈ
２‐１を含む中間周波数信号は約１９０ＭＨｚ、ｃｈ３‐１を含む中間周波数信号は約２
５０ＭＨｚである。
【０１１８】
  ダイバーシティ合成部６１２は、ＩＦ分離部６１１で分離された当該チャンネル（図４
の例ではｃｈ１）の送信データ（ｃｈ１‐１）を含む中間周波数信号と、他の受信装置（
図４の例では第２受信ＦＰＵと第３受信ＦＰＵ）のＩＦ分離部で分離された中間周波数信
号であって、当該チャンネルの送信データ（ｃｈ１‐２、ｃｈ１‐３）を含む中間周波数
信号とが入力されてダイバーシティ合成を行い、信号を復調する。
【０１１９】
  誤り訂正部６１３は、ダイバーシティ合成部６１２でダイバーシティ合成された信号に
対して、伝送誤りを訂正し、ｃｈ１の映像信号を出力する。
【０１２０】
  第２受信ＦＰＵは、第２受信高周波部７００と第２受信制御部７１０を備える。第２受
信高周波部７００は、受信アンテナ７０１と、ＬＮＡ７０２と、中間周波数信号生成部７
０３と、ＩＦ合成部７０５を備える。第２受信制御部７１０は、ＩＦ分離部７１１と、ダ
イバーシティ合成部７１２と、誤り訂正部７１３を備える。ＬＮＡ７０２は、第１実施例
のＬＮＡ１０２と同じ機能を有する。
【０１２１】
  中間周波数信号生成部７０３は、ミキサ７０３ａと、ミキサ７０３ｂと、ミキサ７０３
ｃと、ＢＰＦ７０４ａと、ＢＰＦ７０４ｂと、ＢＰＦ７０４ｃを備える。
【０１２２】
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  ミキサ７０３ａは、ＬＮＡ７０２で増幅された高周波を、１９０ＭＨｚ付近の中間周波
数に変換し、ＢＰＦ７０４ａは、この１９０ＭＨｚ付近の中間周波数信号に対し、ｃｈ１
の送信データ以外の周波数信号を抑圧し、ｃｈ１の送信データ（ｃｈ１‐２）だけを通過
させる。
【０１２３】
  ミキサ７０３ｂは、ＬＮＡ７０２で増幅された高周波を、２５０ＭＨｚ付近の中間周波
数に変換し、ＢＰＦ７０４ｂは、この２５０ＭＨｚ付近の中間周波数信号に対し、ｃｈ２
の送信データ以外の周波数信号を抑圧し、ｃｈ２の送信データ（ｃｈ２‐２）だけを通過
させる。
【０１２４】
  ミキサ７０３ｃは、ＬＮＡ７０２で増幅された高周波を、１３０ＭＨｚ付近の中間周波
数に変換し、ＢＰＦ７０４ｃは、この１３０ＭＨｚ付近の中間周波数信号に対し、ｃｈ３
の送信データ以外の周波数信号を抑圧し、ｃｈ３の送信データ（ｃｈ３‐２）だけを通過
させる。
【０１２５】
  ＩＦ合成部７０５は、入力された複数（図４の例では３つ）の中間周波数信号を合成し
て、１つの中間周波数合成信号を生成する。図４の例では、ｃｈ１‐２を含む中間周波数
信号と、ｃｈ２‐２を含む中間周波数信号と、ｃｈ３‐２を含む中間周波数信号とを合成
する。
【０１２６】
  ＩＦ分離部７１１は、ＩＦ合成部７０５で生成された中間周波数合成信号を、ＩＦ合成
部７０５で合成される前の複数の中間周波数信号に分離する。図４の例では、ＩＦ合成部
７０５で生成された中間周波数合成信号を、周波数により弁別し、ｃｈ１‐２を含む中間
周波数信号と、ｃｈ２‐２を含む中間周波数信号と、ｃｈ３‐２を含む中間周波数信号と
に分離する。上述したように、ｃｈ１‐２を含む中間周波数信号は約１９０ＭＨｚ、ｃｈ
２‐２を含む中間周波数信号は約２５０ＭＨｚ、ｃｈ３‐２を含む中間周波数信号は約１
３０ＭＨｚである。
【０１２７】
  ダイバーシティ合成部７１２は、ＩＦ分離部７１１で分離された当該チャンネル（図４
の例ではｃｈ２）の送信データを含む中間周波数信号（ｃｈ２‐２）と、他の受信装置（
図４の例では第１受信ＦＰＵと第３受信ＦＰＵ）のＩＦ分離部で分離された中間周波数信
号であって、当該チャンネルの送信データを含む中間周波数信号（ｃｈ２‐１、ｃｈ２‐
３）とが入力されてダイバーシティ合成を行い、信号を復調する。
【０１２８】
  誤り訂正部７１３は、ダイバーシティ合成部７１２でダイバーシティ合成された信号に
対して、伝送誤りを訂正し、ｃｈ２の映像信号を出力する。
【０１２９】
  第３受信ＦＰＵは、第３受信高周波部８００と第３受信制御部８１０を備える。第３受
信高周波部８００は、受信アンテナ８０１と、ＬＮＡ８０２と、中間周波数信号生成部８
０３と、ＩＦ合成部８０５を備える。第３受信制御部８１０は、ＩＦ分離部８１１と、ダ
イバーシティ合成部８１２と、誤り訂正部８１３を備える。ＬＮＡ８０２は、第１実施例
のＬＮＡ１０２と同じ機能を有する。
【０１３０】
  中間周波数信号生成部８０３は、ミキサ８０３ａと、ミキサ８０３ｂと、ミキサ８０３
ｃと、ＢＰＦ８０４ａと、ＢＰＦ８０４ｂと、ＢＰＦ８０４ｃを備える。
【０１３１】
  ミキサ８０３ａは、ＬＮＡ８０２で増幅された高周波を、２５０ＭＨｚ付近の中間周波
数に変換し、ＢＰＦ８０４ａは、この２５０ＭＨｚ付近の中間周波数信号に対し、ｃｈ１
の送信データ以外の周波数信号を抑圧し、ｃｈ１の送信データ（ｃｈ１‐３）だけを通過
させる。
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【０１３２】
  ミキサ８０３ｂは、ＬＮＡ８０２で増幅された高周波を、１３０ＭＨｚ付近の中間周波
数に変換し、ＢＰＦ８０４ｂは、この１３０ＭＨｚ付近の中間周波数信号に対し、ｃｈ２
の送信データ以外の周波数信号を抑圧し、ｃｈ２の送信データ（ｃｈ２‐３）だけを通過
させる。
【０１３３】
  ミキサ８０３ｃは、ＬＮＡ８０２で増幅された高周波を、１９０ＭＨｚ付近の中間周波
数に変換し、ＢＰＦ８０４ｃは、この１９０ＭＨｚ付近の中間周波数信号に対し、ｃｈ３
の送信データ以外の周波数信号を抑圧し、ｃｈ３の送信データ（ｃｈ３‐３）だけを通過
させる。
【０１３４】
  ＩＦ合成部８０５は、入力された複数（図４の例では３つ）の中間周波数信号を合成し
て、１つの中間周波数合成信号を生成する。図４の例では、ｃｈ１‐３を含む中間周波数
信号と、ｃｈ２‐３を含む中間周波数信号と、ｃｈ３‐３を含む中間周波数信号とを合成
する。
【０１３５】
  ＩＦ分離部８１１は、ＩＦ合成部８０５で生成された中間周波数合成信号を、ＩＦ合成
部８０５で合成される前の複数の中間周波数信号に分離する。図４の例では、ＩＦ合成部
８０５で生成された中間周波数合成信号を、周波数により弁別し、ｃｈ１‐３を含む中間
周波数信号と、ｃｈ２‐３を含む中間周波数信号と、ｃｈ３‐３を含む中間周波数信号と
に分離する。上述したように、ｃｈ１‐３を含む中間周波数信号は約２５０ＭＨｚ、ｃｈ
２‐３を含む中間周波数信号は約１３０ＭＨｚ、ｃｈ３‐３を含む中間周波数信号は約１
９０ＭＨｚである。
【０１３６】
  ダイバーシティ合成部８１２は、ＩＦ分離部８１１で分離された当該チャンネル（図４
の例ではｃｈ３）の送信データ（ｃｈ３‐３）を含む中間周波数信号と、他の受信装置（
図４の例では第１受信ＦＰＵと第２受信ＦＰＵ）のＩＦ分離部で分離された中間周波数信
号であって、当該チャンネルの送信データ（ｃｈ３‐１、ｃｈ３‐２）を含む中間周波数
信号とが入力されてダイバーシティ合成を行い、信号を復調する。
【０１３７】
  誤り訂正部８１３は、ダイバーシティ合成部８１２でダイバーシティ合成された信号に
対して、伝送誤りを訂正し、ｃｈ３の映像信号を出力する。
【０１３８】
  次に、受信アンテナ６０１、７０１、８０１で受信した受信信号に基づき、第１系統の
受信装置でｃｈ１の送信データ、第２系統の受信装置でｃｈ２の送信データ、第３系統の
受信装置でｃｈ３の送信データを取得するまでの動作を説明する。
【０１３９】
  受信アンテナ６０１で受信した受信信号は、ＬＮＡ６０２に入力され増幅される。受信
アンテナ７０１で受信した受信信号は、ＬＮＡ７０２に入力され増幅される。受信アンテ
ナ８０１で受信した受信信号は、ＬＮＡ８０２に入力され増幅される。
【０１４０】
  ＬＮＡ６０２で増幅された信号は、ミキサ６０３ａ、６０３ｂ、６０３ｃに入力され、
搬送波のＲＦ周波数がＩＦ周波数に周波数変換される。具体的には、ＲＦ周波数をミキサ
６０３ａでは１３０ＭＨｚに、ミキサ６０３ｂでは１９０ＭＨｚに、ミキサ６０３ｃでは
２５０ＭＨｚに変換する。
【０１４１】
  ミキサ６０３ａによりＩＦ周波数（１３０ＭＨｚ）に変換されたＩＦ信号から、ＢＰＦ
６０４ａにより、ｃｈ１の信号（ｃｈ１‐１）のみが抽出される。ミキサ６０３ｂにより
ＩＦ周波数（１９０ＭＨｚ）に変換されたＩＦ信号から、ＢＰＦ６０４ｂにより、ｃｈ２
の信号（ｃｈ２‐１）のみが抽出される。ミキサ６０３ｃによりＩＦ周波数（２５０ＭＨ
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ｚ）に変換されたＩＦ信号から、ＢＰＦ６０４ｃにより、ｃｈ３の信号（ｃｈ３‐１）の
みが抽出される。
【０１４２】
  同様に、ＬＮＡ７０２で増幅された信号は、ミキサ７０３ａ、７０３ｂ、７０３ｃに入
力され、ＲＦ周波数をミキサ７０３ａでは１９０ＭＨｚに、ミキサ７０３ｂでは２５０Ｍ
Ｈｚに、ミキサ７０３ｃでは１３０ＭＨｚに変換する。そして、ミキサ７０３ａによりＩ
Ｆ周波数（１９０ＭＨｚ）に変換されたＩＦ信号から、ＢＰＦ７０４ａにより、ｃｈ１の
信号（ｃｈ１‐２）のみが抽出される。ミキサ７０３ｂによりＩＦ周波数（２５０ＭＨｚ
）に変換されたＩＦ信号から、ＢＰＦ７０４ｂにより、ｃｈ２の信号（ｃｈ２‐２）のみ
が抽出される。ミキサ７０３ｃによりＩＦ周波数（１３０ＭＨｚ）に変換されたＩＦ信号
から、ＢＰＦ７０４ｃにより、ｃｈ３の信号（ｃｈ３‐２）のみが抽出される。
【０１４３】
  同様に、ＬＮＡ８０２で増幅された信号は、ミキサ８０３ａ、８０３ｂ、８０３ｃに入
力され、ＲＦ周波数をミキサ８０３ａでは２５０ＭＨｚに、ミキサ８０３ｂでは１３０Ｍ
Ｈｚに、ミキサ８０３ｃでは１９０ＭＨｚに変換する。そして、ミキサ８０３ａによりＩ
Ｆ周波数（２５０ＭＨｚ）に変換されたＩＦ信号から、ＢＰＦ８０４ａにより、ｃｈ１の
信号（ｃｈ１‐３）のみが抽出される。ミキサ８０３ｂによりＩＦ周波数（１３０ＭＨｚ
）に変換されたＩＦ信号から、ＢＰＦ８０４ｂにより、ｃｈ２の信号（ｃｈ２‐３）のみ
が抽出される。ミキサ８０３ｃによりＩＦ周波数（１９０ＭＨｚ）に変換されたＩＦ信号
から、ＢＰＦ８０４ｃにより、ｃｈ３の信号（ｃｈ３‐３）のみが抽出される。
【０１４４】
  その後、１系統目の３つのＩＦ信号（ｃｈ１‐１とｃｈ２‐１とｃｈ３‐１）は、ＩＦ
合成部６０５により合成され、ＩＦケーブル６０６により、ＩＦ分離部６１１へ送出され
る。２系統目の３つのＩＦ信号（ｃｈ１‐２とｃｈ２‐２とｃｈ３‐２）は、ＩＦ合成部
７０５により合成され、ＩＦケーブル７０６により、ＩＦ分離部７１１へ送出される。３
系統目の３つのＩＦ信号（ｃｈ１‐３とｃｈ２‐３とｃｈ３‐３）は、ＩＦ合成部８０５
により合成され、ＩＦケーブル８０６により、ＩＦ分離部８１１へ送出される。
【０１４５】
  １系統目のＩＦ分離部６１１において、ＩＦ合成部６０５で合成されたＩＦ信号は、Ｉ
Ｆ合成部６０５で合成される前のＩＦ信号（ｃｈ１‐１とｃｈ２‐１とｃｈ３‐１）に分
離される。同様に、２系統目のＩＦ分離部７１１において、ＩＦ合成部７０５で合成され
たＩＦ信号は、ＩＦ合成部７０５で合成される前のＩＦ信号（ｃｈ１‐２とｃｈ２‐２と
ｃｈ３‐２）に分離される。３系統目のＩＦ分離部８１１において、ＩＦ合成部８０５で
合成されたＩＦ信号は、ＩＦ合成部８０５で合成される前のＩＦ信号（ｃｈ１‐３とｃｈ
２‐３とｃｈ３‐３）に分離される。
【０１４６】
  ＩＦ分離部６１１で分離された１つ目のＩＦ信号（ｃｈ１-１）は、１系統目のダイバ
ーシティ合成部６１２に入力される。ＩＦ分離部６１１で分離された２つ目のＩＦ信号（
ｃｈ２-１）は、２系統目のダイバーシティ合成部７１２に入力される。ＩＦ分離部６１
１で分離された３つ目のＩＦ信号（ｃｈ３-１）は、３系統目のダイバーシティ合成部８
１２に入力される。
【０１４７】
  同様に、ＩＦ分離部７１１で分離された１つ目のＩＦ信号（ｃｈ１-２）は、１系統目
のダイバーシティ合成部６１２に入力され、２つ目のＩＦ信号（ｃｈ２-２）は２系統目
のダイバーシティ合成部７１２に入力され、３つ目のＩＦ信号（ｃｈ３-２）は、３系統
目のダイバーシティ合成部８１２に入力される。
【０１４８】
  同様に、ＩＦ分離部８１１で分離された１つ目のＩＦ信号（ｃｈ１-３）は、１系統目
のダイバーシティ合成部６１２に入力され、２つ目のＩＦ信号（ｃｈ２-３）は、２系統
目のダイバーシティ合成部７１２に入力され、３つ目のＩＦ信号（ｃｈ３-３）は３系統
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目のダイバーシティ合成部８１２に入力される。
【０１４９】
  このとき、ＩＦ分離部６１１からダイバーシティ合成部７１２へのＩＦ信号（ｃｈ２-
１）の受け渡しやダイバーシティ合成部８１２へのＩＦ信号（ｃｈ３-１）の受け渡し、
ＩＦ分離部７１１からダイバーシティ合成部６１２へのＩＦ信号（ｃｈ１-２）の受け渡
しやダイバーシティ合成部８１２へのＩＦ信号（ｃｈ３-２）の受け渡し、ＩＦ分離部８
１１からダイバーシティ合成部７１２へのＩＦ信号（ｃｈ２-３）の受け渡しやダイバー
シティ合成部６１２へのＩＦ信号（ｃｈ１-３）の受け渡しは、同軸ケーブルを用いて行
われる。
【０１５０】
  ダイバーシティ合成部６１２，７１２，８１２では、それぞれ、集約された３つのＩＦ
信号を、合成後のＳＮＲが最大となる最大比合成などのダイバーシティ合成方式を用いて
合成する。ダイバーシティ合成後の信号は、誤り訂正部６１３、７１３、８１３により伝
送誤りが軽減され、誤り訂正部６１３からはｃｈ１の映像信号、誤り訂正部７１３からは
ｃｈ２の映像信号、誤り訂正部８１３からはｃｈ３の映像信号が出力される。
【０１５１】
  なお、図４では、Ｘ（チャンネル数）＝Ｍ（ダイバーシティ合成数）＝Ｎ（受信アンテ
ナ数）＝３の例を説明したが、Ｘ＝Ｎ＝４以上とすることも可能であり、Ｘ＝Ｎ＝４以上
の場合において、ダイバーシティ合成数Ｍをチャンネル数Ｘよりも少なくするように構成
してもよい。このようにしても、背景技術に比べ、高い受信性能を実現することができる
。なお、Ｘ＝Ｎ＝３、Ｍ＝２の場合は、第２実施例に示したとおりである。
【０１５２】
  また、第３実施例では、第１実施例と同様に、ダイバーシティ合成部６１２と７１２と
８１２において、それぞれの入力信号の周波数が大きく異なるように構成したが、第１実
施例で述べたように、それぞれの入力信号の周波数が略同じとなるように構成することも
可能である。
【０１５３】
  また、第３実施例では、第１受信制御部６１０と第２受信制御部７１０と第３受信制御
部８１０の全てでダイバーシティ合成を行うように構成したが、第１受信制御部６１０と
第２受信制御部７１０と第３受信制御部８１０のうち１つ又は２つでダイバーシティ合成
を行うように構成することも可能である。例えば、第１受信制御部６１０と第２受信制御
部７１０のみでダイバーシティ合成を行い、第３受信制御部８１０では、ＩＦ分離部８１
１の出力（ｃｈ３-３）だけを誤り訂正部８１３へ入力し、ｃｈ３の映像信号とする。こ
のようにしても、ｃｈ１とｃｈ２の映像信号にはダイバーシティ効果が生じる。
【０１５４】
  第３実施例によれば、第１実施例の効果に加え、少なくとも以下に示す効果を奏する。
  （Ｃ１）チャンネル数Ｘ＝ダイバーシティ合成数Ｍ＝受信アンテナ数Ｎ＝３以上として
受信システムを構成したので、Ｘ＝Ｎに比べてＭの数を少なくした第２実施例に比べて、
ダイバーシティ性能を向上することができる。
【０１５５】
  以上、本発明の実施形態を具体的に説明したが、本発明は上述の各実施形態に限定され
るものではなく、その要旨を逸脱しない範囲で種々変更可能である。
【０１５６】
  上記実施形態では、ＦＰＵ伝送の場合を説明したが、ＦＰＵ伝送に限られるものではな
く、ＦＰＵ伝送以外にも適用可能である。
【０１５７】
  また、本発明は、本発明に係る処理を実行する装置やシステムや方法としてだけでなく
、このような方法やシステムを実現するためのプログラムや当該プログラムを記録する記
録媒体などとして把握することができる。
  また、本発明は、ＣＰＵがメモリに格納された制御プログラムを実行することにより制
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御する構成としてもよく、また、ハードウエア回路として構成してもよい。
【符号の説明】
【０１５８】
  １‐１…第１送信ＦＰＵ、１‐２…送信アンテナ、２‐１…第２送信ＦＰＵ、２‐２…
送信アンテナ、３‐１…送信ＦＰＵ、３‐２…送信アンテナ、１１…送信制御部、１２…
ＩＦケーブル、１３…送信高周波部、１４…送信アンテナ、１５…伝搬路、１６ａ,１６
ｂ…受信アンテナ、１７…受信高周波部、１８…ＩＦケーブル、１９…受信制御部、２０
…受信ＦＰＵ、２１ａ，２１ｂ…受信アンテナ、３０…受信ＦＰＵ、３１ａ，３１ｂ…受
信アンテナ、１００…第１受信高周波部、１０１…受信アンテナ、１０２…ＬＮＡ、１０
３…中間周波数信号生成部、１０３ａ，１０３ｂ…ミキサ、１０４ａ，１０４ｂ…ＢＰＦ
、１０５…ＩＦ合成部（合成部）、１０６…ＩＦケーブル、１１０…第１受信制御部、１
１１…ＩＦ分離部（分離部）、１１２…ダイバーシティ合成部、１１３…誤り訂正部、２
００…第２受信高周波部、２０１…受信アンテナ、２０２…ＬＮＡ、２０３…中間周波数
信号生成部、２０３ａ，２０３ｂ…ミキサ、２０４ａ，２０４ｂ…ＢＰＦ、２０５…ＩＦ
合成部、２０６…ＩＦケーブル、２１０…第２受信制御部、２１１…ＩＦ分離部、２１２
…ダイバーシティ合成部、２１３…誤り訂正部。

【図１】 【図２】
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